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土
山
町
猪
鼻
に
所
在
す
る
火
頭

古
神
社
の
本
殿
が
、１１
月
の
国
の
文

化
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
登
録

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

　
火
頭
古
神
社
は
鈴
鹿
峠
に
ほ
ど

近
い
猪
鼻
の
集
落
の
東
端
に
あ
り
、

田
村
川
の
清
流
が
望
め
る
山
麓
に

鎮
座
し
て
い
ま
す
。由
緒
に
よ
れ
ば
、

近
く
の
黒
川
集
落
に
祀
っ
て
あ
っ
た

八
王
子
明
神
の
分
霊
を
当
地
に
勧

請
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、古
く

は
八
王
子
明
神
、あ
る
い
は
大
宮
大

明
神
と
称
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

そ
の
後
明
治
の
初
め
頃
に
当
地
の

地
名
を
と
っ
て「
火
頭
古
神
社
」に

な
っ
た
と
言
わ
れ
、祭
神
は
国
狭
槌

命
を
祀
っ
て
い
ま
す
。 

　
真
新
し
い
覆
屋
の
中
に
建
つ
本

殿
は
、桁
行
寸
法
が 
90
セ
ン
チ
余
り
、

建
築
面
積
が
1
・
35
　
と
小
さ
く
、

細
部
に
目
を
移
す
と
、小
規
模
な

が
ら
も
本
格
的
な
造
り
で
あ
る
こ

と
が
伺
え
ま
す
。屋
根
が
古
式
の
工

法
を
残
す
檜
皮
葺
で
、身
舎
部
分

の
間
口
が一
間
か
ら
な
る
一
間
社
流
造

の
形
式
で
、細
部
の
意
匠
や
部
材
の

風
化
の
具
合
か
ら
17
世
紀
の
後
半

頃
に
造
営
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
木
目
が
緻
密
な
最
良
の
檜
材
を

用
い
、正
面
の
庇
に
も
木
瓜
や
若
葉

を
彫
り
こ
ん
だ
優
れ
た
彫
刻
が
施

さ
れ
る
な
ど
、工
匠
た
ち
の
技
術
の

高
さ
に
は
目
を
奪
わ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。 

　
国
の
登
録
文
化
財
と
な
っ
た
の
も
、

彫
刻
や
、意
匠
に
見
ら
れ
る
高
い
建

築
技
術
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
市
内
に
あ
る
歴
史
的
建
造
物
も

近
年
の
開
発
や
都
市
計
画
の
進
展
、

生
活
様
式
の
変
化
に
よ
っ
て
社
会
的

な
評
価
を
受
け
る
前
に
消
滅
す
る

危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。登
録
制
度

は
こ
う
し
た
多
様
な
歴
史
遺
産
を

町
づ
く
り
の
枠
組
の
中
で
緩
や
か
に

守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
制
度
で
、市

内
で
は
旧
水
口
図
書
館
や
大
鳥
神

社
楼
門
な
ど
１５
棟
が
登
録
文
化
財

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
火
頭
古
神
社
の
あ
る
猪
鼻

地
区
は
、街
道
の
面
影
が
色
濃
く
残

る
旧
東
海
道
が
通
り
、近
く
に
は
数

多
く
の
仏
像
が
安
置
さ
れ
た
十
楽

寺
や
万
人
講
常
夜
灯
な
ど
見
る
べ

き
と
こ
ろ
も
多
く
、鈴
鹿
の
関
を
ま

近
に
望
む
集
落
と
し
て
歴
史
的
環

境
に
大
変
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。 

　
登
録
文
化
財
に
な
っ
た
こ
と
で
、

新
た
な
町
の
誇
り
が
ま
た
ひ
と
つ
加

わ
り
ま
し
た
。 

拓本で浮かび上がった磨崖仏 

火
頭
古
神
社
本
殿
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【問い合わせ】 

登録文化財となった火頭古神社本殿 

上朝宮仙禅寺跡の 
磨崖仏 

ぜん じ せん 

ま がい ぶつ 

　茶畑の広がる上朝宮から岩谷川にそって山あ
いにはいると、やがて道の右側にお堂が見え
てきます。奈良時代の創建という仙禅寺の
跡で、十一面観音を安置する岩谷観音
ですが、舞台のように張り出した建物の
下に、鎌倉時代建長元年（１２４９）の年
号を持つ磨崖仏があることを知らない人
も多いようです。 
　岩肌を前にしてやや見上げたあたりに、
蓮華座の上に左手に持物を持ち、右手を上
げた坐像を大きく、その上に小さな立像を左右に
刻んでいます。坐像の持物を薬壺と見れば薬師如来
となり、向かって右上を不動明王、左を毘沙門天とすると、天
台宗でよく見られる三尊像となるのですが、坐像の頭部には
肉髻や螺髪がなく比丘形（僧形）であることから、これを地蔵
菩薩と見れば、持物は宝珠で右手は錫杖を持たない古い形
式になります。 
　地蔵を中心に不動・毘沙門からなる三尊像は、湖南市の妙
感寺にもやはり磨崖仏の類例がありますが、全国的には珍しく

一帯に格別の信仰があっ
たことを考えさせます。
ただ風化が進み、
彫りが扁平で像
容が読みとりに
くいのが悩まし
いところです。 
　市史ではその
あたりを解明すべ
く、昨夏一日がかりで

拓本を採らせていただき
ました。しかし銘文やこのよう

な三尊像の広がりを含めて、なお検
討の余地がありそうです。いずれに
しても本市最古であることはもちろん、
近畿でも屈指の磨崖仏として注目さ
れます。 

いわ や 

び く 

やっ     こ 

にく    けい 

しゃく  じょう 

ら　ほつ 

ほう    じゅ 

　
平
成
17
年
度
農
林
水
産
功
労
賞
に
下
山
定
範
（
甲
賀
町

油
日
）
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

　
下
山
さ
ん
は
16
年
前
に
鹿
深
り
ん
ご
園
を
開
園
し
、
そ

の
後
「
鹿
深
り
ん
ご
園
研
修
会
」
を
設
立
さ
れ
、
多
年
に

わ
た
り
り
ん
ご
栽
培
を
行
う
と
と
も
に
、
り
ん
ご
園
の
運

営
を
通
じ
て
地
域
観
光
の
発
展
と
活
性
化
に
ご
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
第
15
回
を
数
え
た
鹿
深
り
ん
ご
園

花
ま
つ
り
で
は
多
く
の
来
園
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

　
受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご

活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
 

 

希望ケ丘サッカースポーツ少年団 
信楽ミニバスケットスポーツ少年団 　去る8月20日、21日甲南ハートヘルスパークで開催されたガールズ8（Ｕ

12）サッカー大会関西大会に出場した希望ケ丘小学校サッカースポーツ
少年団女子チームが準優勝をし、2月10日から12日に福島県広野町Ｊビレッ
ジで開催される全国ガールズ8（Ｕ12）サッカーフェスティバルに関西代
表として出場されます。 
　また、12月10日、11日に野洲市総合体育館と安土マリエートで開催さ
れた第32回滋賀県スポーツ少年団ミニバスケットボール大会に出場した
信楽ミニバスケットスポーツ少年団が見事優勝され、滋賀県代表として3
月28日から30日に東京代々木第1・第2体育館で開催される第37回全国
ミニバスケットボール大会に出場されます。 

選
手
紹
介
 

希
望
ケ
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サ
ッ
カ
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ス
ポ
ー
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少
年
団
女
子
チ
ー
ム
 

丸
谷
季
愛
（
６
年
）
希
望
ケ
丘
小
 

籠
原
汐
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（
６
年
）
　
　
〃
 

長
畑
佑
奈
（
６
年
）
　
　
〃
 

酒
井
美
鈴
（
５
年
）
　
　
〃
 

徳
安
伊
代
（
５
年
）
　
　
〃
 

松
永
美
彩
季
（
５
年
）
　
〃
 

志
田
仁
美
（
４
年
）
　
　
〃
 

丹
治
七
穂
（
４
年
）
　
　
〃
 

冨
田
千
夏
（
３
年
）
　
　
〃
 

隅
谷
真
琴
（
３
年
）
　
　
〃
 

野
島
美
紅
（
３
年
）
　
　
〃
 

森
永
紫
乃
（
３
年
）
　
　
〃
 

松
永
美
空
（
２
年
）
　
　
〃
 

桜
田
彩
乃
（
１
年
）
　
　
〃
 

増
山
渚
　
（
６
年
）
土
山
小
 

岡
田
理
可
（
５
年
）
　
　
〃
 

木
澤
義
椰
（
６
年
）
信
楽
小
 

杉
本
真
太
郎
（
６
年
）
　
〃
 

黒
川
太
輔
（
６
年
）
　
　
〃
 

古
谷
幸
一
（
６
年
）
　
　
〃
 

木
田
一
成
（
６
年
）
　
　
〃
 

辻
本
隆
助
（
６
年
）
　
　
〃
 

岩
井
　
俊
（
６
年
）
　
　
〃
 

上
甲
有
眞
（
６
年
）
　
　
〃
 

森
　
亮
輔
（
６
年
）
　
　
〃
 

平
尾
　
響
（
５
年
）
　
　
〃
 

水
谷
泰
淳
（
５
年
）
　
　
〃
 

杉
本
亮
太
郎
（
４
年
）
信
楽
小
 

信
楽
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
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祝 全国大会出場！ 

希望ヶ丘サッカースポーツ少年団女子チームの皆さん 

信楽ミニバスケットスポーツ少年団の皆さん 

りんご園で丹精込めて作った 
りんごについて語る下山さん 

参加された方々にも好評です  

両チームからのコメント

　二連連続で今年も関西代表として小学生女子サッカー唯一の全国大会に出場させて
いただきます。 
　今年は得点を取り勝利につなげ、一つでも上のトーナメントに進めるよう選手、父
兄、指導者共々頑張ります。　　　　　　　　（希望ケ丘サッカースポーツ少年団） 

野洲高サッカーの感動を希望ケ丘にも・・・ 

　どこにでもいるごく普通のバスケット好きの小学生。そんな子どもたちが全国大会
出場という偉業を成し遂げることができたのは、そのことわざを自分の心と体でやっ
てのけたからです。 
　小さい頃にバスケットに出会い、そして好きになり、好きだからこそ努力して、そ
の努力を惜しむことなく継続してきました。そんな頑張っている子どもたちを、優し
く教えてくださった先輩やどんなときも笑顔で見守ってくださった家族の存在があっ
たからこそ、この偉業があるのです。支えてくれた人、ボールやコートすべてに感謝
の気持ちを忘れず、全国大会では甲賀市民としての誇りを持って全国の強豪にチャレ
ンジし悔いのないよう全力を尽くします。　（信楽ミニバスケットスポーツ少年団） 

『好きこそ ものの 上手なれ』『ローマは一日にして成らず』 

全国大会に出場されます両スポーツ少年団の活躍をご期待します。

　
平
成
１７
年
度
日
本
善
行
表
彰
で
水
口
町
介
護
予
防
ミ
ニ

サ
ー
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
 

　
活
動
は
公
民
館
を
利
用
し
、各
地
域
で
月
１
回
、高
齢
者

向
け
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
な
ど
を

行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
現
在
で
は
活
動
区
域
を
２８
地
域
ま
で
に

拡
大
し
、１
８
７
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
表
彰
は
多
年
に
わ
た
り
明
る
い
社
会
づ
く
り

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
 

　
今
後
も
市
の
社
会
福
祉
、

と
り
わ
け
介
護
予
防
の

推
進
に
向
け
、一
層
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

農
林
水
産
功
労
賞
知
事
表
彰
を
受
賞
 

社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
感
謝
状
を
授
与
 

福
祉
の
た
め
に
 

　（
有
）魚
松（
甲
賀
町
） 
金
　 

１
１
０
，０
０
０
円
 

寄 
付 
・ 
寄 
贈 
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